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 第３章 修了作品 「時を編む」「時を包む」において、第１章、第２章で述べられた、作品に対する
    
 
想いと技法的取り組みに対する３年間にわたる制作の報告となっている。構想の段階、実験、制作、陳
列に至る修了作品完成までのプロセスを通して、考えなおされ、書き直しを繰り返してきた試行錯誤の
積み重ねを感じる内容になった。 
 提出論文は、第１章、第３章において書かれている自分自身の制作のモチーフ、制作論の部分は、や
や個人的で表面的な文章であり、それらの持つ普遍的な意味や、素材技法に対する考察も深みに欠けて
いる感もある。技法的な部分の記述に関しては、新しい挑戦を試みて上手くいった部分、また予定通り
いかなかった部分などを経験し、当初の自身の制作意図やガラス素材とそれを操作する技法という要素
を見つめ、考察を深めていった経過が書かれていて興味深い。また、たくさんの工程を持つガラス胎有
線七宝の過程を丁寧に、画像を含めて記録していった部分は、この技法に関する技法書というものがな
い現在、貴重な資料となる。 
 作品審査：「時を編む」｢時を包む｣ 
 特筆すべき新しい技法の発見や、展開が得られたという成果を見出すことは難しいが、一つ一つの試
みと作業の積み重ねが感じられる作品の力と、作者の姿や思いが作品から感じることができる素直さが
作品の魅力となっている。 
 「時を包む」は、以前から作品制作で用いている「パート・ド・ヴェール技法」による作品であり、
薄く繊細にレリーフ表現されている刺繍の表現とその上に包まれた状態として乗る品々は、小さい作品
ながら細密に再現されガラスに持つ儚さを感じさせ、なお且つ色彩の透明感、作品の表情は、どくとく
の奥行きと雰囲気を持っている。これらの作品は、作者の意図する記憶のキーとして作者自身、または
見る者の記憶を引き出していくという機能を果たしている。 
 一方で「時を編む」という比較的大きな作品は、ガラス胎有線七宝としては、大作と言ってよい。そ
の大きさが、ガラス胎有線七宝の難しさをさらに際立たせた形になった。短い時間の中で多くの失敗を
経た結果として最終的に平板な形を選択し、その上に載せた自身の現在における身の回り、生活の中か
ら得たテーマを載せたものとなっている。 
 平板な形ゆえに、立体として当初計画された動性や形状の持つ意味を変更した形になったが、ガラス
胎有線七宝部分は、その作業の緻密さ、工程の煩雑さや作業量に圧倒されることなく積み上げられた力
強さと優雅さを感じる。その上に載せられた、三つのアイテムも自身の想いが精密に制作されたパート・
ド・ヴェールによる作品であり完成度は高い。 
 これら６点の立体による一連のシリーズは、自身の制作哲学に対する確かな考察による裏付けと、ガ
ラスという独特の素材を、古代に起源を持つ古い技法を再現しつつ、現在別の技法として続いている、
七宝、琺瑯などの技法との融合、もしくは併用することを通し、新たなガラス素材の展開を目指すもの
として、今後のさらなる研究、制作を期待させる優れた作品であると判断できる。よって、多田えり佳
の論文、作品は博士号を授与するに相当する。 
 
 
